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MT-141の 使用 経験

大 山 馨 ・鈴 木 国 功

富山県立中央病院内科

新 しく開発された注射用cephamycin系 抗生物質MT-141を 肺癌を基礎に持つ2例 を含めた計

5例 の呼吸器感染症に使用した。

対象はいずれも入院患者で,48才 か ら64才 の男性4人,女 性1人 であ った。1日 投与量は2g

または49で,2回 に分割 して点滴静注法で行 った。

投与期間は10日 から14日,使 用量は24～409で あ った。

臨床効果は,著 効1例,有 効3例,無 効1例 であった。

本剤によると思われる一般状態の観察上および臨床検査成績上の異常は認められなかった。

MT-141は 明治製菓中央研究所にお い て開発された

cephamycin系 抗 生物質で,7位 側鎖にアミノ酸を含む

ことと,メ トキシ基を持つことが特徴1)で あり,副 作用

の少ない安全性の高いことが推定 されるとともに,各 種

細菌産生の β-lactamaseに 対 して安定であることが考

えられる。また抗菌スペクトルとしてはグラム陽性菌お

よびグラム陰性菌に対 して広い抗菌スペクトラムを有す

るのみならずB.fragilis,C.difficile等 に対 しても優

れた抗菌力を有することと,更 に本剤は感染治療実験上

MIC以 上 の効果を示すことが知られている1,2).

今回われわれはMT-141を 少数例であはあるが臨床

上使用する機会を得たのでその結果について報告する。

I.臨 床 成 績

1.対 象

当院へ入院した呼吸器感染症5例 に本剤を投与した。

うち訳は男性4例,女 性1例 で年齢は48歳 か ら64歳

の間であった。

2.投 与方法および投与量

本剤の投与は5%ブ ドウ糖250mlに 溶解して60分 か

けて点滴静注した,1回 の投与量は1.09,2.09の2通

りで投与回数は1日2回 とした。したがって1日 の投与

量は29ま たは49で あ り,投 与期間は10日 から14日

であった。 本剤投与量の最高症例は409で あ った。な

お本剤の投与を行なう目的で皮内反応を実施し反応陽性

のため本剤の投与を断念した症例はなかった。

3.臨 床効果の判定は従来か らわれわれが行なってい

る基準3)に 従ったが,臨 床症状および臨床検査所見の改

善を基準とし,本 剤投与により速かに改善し再燃のない

ものを著効,明 らかに改善を認めたものを有効,改 善の

みられないものを無効とした。

4.成 績

治療対象者,MT-141の 投与量,病 巣分離菌について

はTable 1に 一括表示 したが,臨 床効果の成績は5例 中

4例 に有効以上の成績が得られ,1例 では無効 であ っ

た。以下各症例について経過の概要を記載する。

症例1 64歳,女,慢 性気管支炎の急性増悪。

従来か ら年2～3回 発熱,咳 噺,喀 痰で治療を受けて

いた。今回は57年12月1日 から咳漱,喀 痰あり近医の

治療を受けてい。が好転せず,却 って発熱 したため,12

月8日 受診,入 院,喀 痰の細菌学的検査ではS.aureus

が起炎菌として同定されその菌に対するMT-141のMIC

は12.5μg/mlで あったが本剤1g1日2回 の投与に よ

り解熱,喀 痰量の減少消失,菌 の消失をみとめ症状は改

善して治癒した。副作用はみられなかった。

症例2 48歳,男,気 管支拡張症。

昭和57年12月28日 より咳漱,喀 痰,微 熱あ り自宅

療法していたが却って症状悪化したため58年1月4日

受診入院 した。病巣分離菌としてH.influenzaeを 多数

証明したが本剤1g1日2回 の投与により速かに解熱 し,

咳痰量も減少 し,自 他覚症状も漸次改善 し,H.influen-

zaeも 消失 した。

症例3 60歳,男,肺 炎。

57年12月5日 より発熱,咳 蹴,喀 痰あり12月8日 受

診胸部X線 上右下に雲状陰影 が み られ肺炎の診断で入

院,入 院時は発熱38℃ を超え喀痰中より,S.pneumo-

niaeが 同定された。本剤1回1g1日2回 の投与により

1週 後には自他覚症状はかな り改善し,2週 後には胸部

X線 上異常陰影は殆 ど消失し治癒の状態と判定 した。

症例4 54歳,男,肺 炎(基 礎疾患:肺 癌)。

57年12月14日 肺癌の疑いで入院,12月18日 気管支

ファイバー施行後発熱 し,咳 漱,喀 痰が増加 し12月20

日の胸部X線 フィルムで右上葉の肺炎と診断された。そ
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Table 1 Results of clinical trial with MT-141

Table 2 Laboratory findings (No.1)

B. Before, A. After

Table 3 Laboratory findings (No.2)

B: Before, A: After, -: N.D.

こで 本剤1回2g,1日2回 を投 与 した と こ ろ3日 目よ り

解 熱 し 自他 覚 症 状 の改 善 は顕 著 で,X線 上 の陰 影 も消 失

し本 剤 は10日 で 中止 した 。 ち なみ に本 症 例 に お い ては

S.Pneumoniaeが 分 離 さ れ た が3日 後 に は陰 性 と なっ

た。

症 例5 62歳,男,肺 炎(肺 癌)。

肺癌(扁 平 上皮 癌)で 入 院 中時 々呼 吸 器 感 染 症 を繰 り

返 して い た。57年12月4日 左 肺 炎 を併 発 し発 熱38.2℃

とな っ た た めABPCを 投 与 し一 時 解 熱 した が12月12日

よ り再 度 発熱 し,喀 痰 中 よ りK.pneumoniaeを 認 めた

た め 本 剤1回1g,1日2回 投 与 で4日 間 経 過 を観 察 した

が 症 状 の改 善 が み られ な い た め本 剤 の投 与 量 を1回29,

1日2回 と増 量 した が,増 量 後6日 経 過 した 時点 におい

て も解熱 不充 分 で臨 床検 査 値,胸 部X線 上 の 改善 がみ ら

れ な く,菌 はP.aeruginosaに 交 代 した ため 無効 と判定

し,そ の 後PIPCと γ-グ ロブ リ ン製 剤 の併 用 で一応 感 染

症 状 は改 善 した。

5.副 作 用
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以上報告した5例 についてMT-141投 与後 における

一般状態への影響ならびに本剤投与前後に臨床検査を施

行して本剤の投与による変化の状態を観察した。血液一

般検査,肝 機能,腎 機能,ク ームス反応の成績をTable

2,3に まとめた。

その結果一般状態の観察上および臨床検査成績上異常

を認めたものはなかった。

II.考 察

今回新しく開発されたMT-141は β-lactamaseに 安

定であり高い血中濃度が得られその半減期は2～2.5時

間と長く,ま た感染治療実験上MICよ り推定される以

上の効果のえられることが特徴1,2)とされている。

われわれの行なった臨床投与症例は僅か5例 にすぎな

いので,そ の特徴を証明することは臨床上では明確にで

きなかった。しかしながら症例1に おいて起炎菌と推定

されたS.aureusのMICが12.5μg/mlで あ って本剤

に対する感受性が低かったにもかかわらず有効であった

のは,あ るいはMIC以 上にin vivoで 効果を表わすと

いうことを表現していたとも推定される。その一方で症

例5に おける肺癌に合併した肺炎の場合においては起炎

菌と推定されたK.pneumoniaeに 対するMICは3.13

μg/mlで あ ったにかかわらず本剤の投与により菌はP.

aeruginosaに 交代し,臨 床上も無効であった。この症

例について考えるとin vitro効 果 よりin vivo効 果が

優れていると判断される印象は受けなか ったが,基 礎疾

患の状態を考慮に入れると無理な症例であったかも知れ

ない。

副作用についてみると5例 ではあったが全 くみられな

かったことは評価できるものと考えている。
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CLINICAL TRIAL ON MT-141

KAORU OYAMA and KUNINORI SUZUKI

Department of Internal Medicine,Toyama Prefectural Central Hospital

A new cephamycin antibiotic MT-141,was administered to 5 cases of respiratory tract infection by
intravenous drip infusion in a daily dose of 2-4g.

The clinical efficacy was excellent in one case,good in 3 cases and poor in one case.
No adverse reaction was noticed in all cases.


